
施工巧了 

チェツクシート 


♦施工完了後は、必ず下のポイントをチェックしてください ♦ 


確認曰 

年月日 

確認者 



n □から回□を 
チェック 


クイックファスナーを 
正しく取り付けていまずか 

•クイックファスナーび確実に固定されていること。 
•給水ホースび回らないように持ち、クイックファ 
スナーび軽く回ること。 

参給水ホースを弓 I っ張っ 
てち抜けないこと。 



巧り曲ずミ]結 r 軽く回る 

こと 

※クイックファスナーび正しく取り付けされていな 
いと水漏れび発生するおそれびあります。 

再度、取り付け手順に従ってください。 


1止水栓を開け 


ていまずか 

•水道の元栓を閉めた場合 
は開けて < ださい。 

•十分開いていないと洗ミき 
強さび得られないことび 
, あります。 J 

. '、、、^ 


限 


y 


漏れして 
いませんか 

•水漏れびないか必ず確認 
して < ださい。 

•水漏れしている場合は、 
必ず止水栓を閉め、再度 
正しく接続してくださし、 


着座センサーは 
正常に働さまずか 

•着座センヴーを手で覆ラとノズ J レ付近から 
水が便器に流れ落ちます。 

•着座しないと洗ミき水び上向きに出ないように 
なっています。ビニール袋などを便器にはさ 
み、着座センサーを手で覆ったまま、 


または I 若!を押し、洗を水び上に出ることを 
確認してください。 


h =| 与 

电 


源は入って 
いますか 

•電源ランプは点灯していますか。 



電源ランプ 


•試運転は、必ず行ってください。 （16 ぺ-ジ） 


ビニール袋など 


配管方法などはイラストと異なる 
場合びあります。 


パナソニック株式会社ランドリー-クリーナービジネスユニット 

〒己2日-8日日日滋賀県草津市野路東 2 T 目3番 1-2 号 


DL949A-DUCP1 
CSO 已 1 1-1091 



Panasonic 

設置工事説明書 

温水洗を便座 mmm 

品番 DL-UE20 


安全な工事をするために、この設置工事 
説明書に基づいて設置してください。 
工事終了後は、取扱説明書、保証書とと 
ちに大切に保管し、必要なとさにお読み 
<ださい。 


パナソニックホームページで 
取り付け手順を動画で公開しています。 


panasonic.jp/toilet/ 
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安を上のご注意 


人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 

■ 誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。 


么警告 

「死 t や重傷を負ラおそれびある内容」です。 


八ミ主意 

「軽傷を負ラことや、財産の損害び発生するおそれびある内容」です。 

■ お守りいただく内容を次の図記号で説明していまず。 

0® 

してはいけない内容です。 


〇〇 

実行しなければならない内容です。 



A 警告 

A ま意 



e 

アース 線接続 


D 種接地工事を行5 

アースエ事びされていないと、 
漏電のとさに感電する原因。 


〇 


電源プラグは根元まで確実に差し込む 

差し込みび不完全ですと、感電や発熱による 
火災の原因。傷んだプラグ-ゆるんだコンセ 
ントは使用しない。 

設置工事は、設置工事説明書に 
従って確実に行う 

説明書に従って行わないと、水漏れ、乂災、 
感電の原因。 

設置工事部品は、必ず付属部品 
および指定の部品を使用ずる 

指定の部品を使用しないと、水漏れ、火災、 
感電の原因。 

電気工事は、内線規程に従って施工する 

内線規程に従わないと、火災、感電の原因。 

定格15 A • 交流100 V のコンセ 
ントを単独で使う 

他の機器と併用すると、発熱による火災の 
原因。 

コンセントのアース端子にアース 
線を取り付ける 

アースエ事びされていないと、漏電のとさ 
に感電する原因 D 


0 

か場使用禁止 

バスルーム内など湿 
気のをい場所には設 
置しない 

感電や火災の原因。 


0 


電源コード、電源プ 
ラグを破損ずるよう 
なことはしない 

傷んだまま使用すると、 
感電やショートして乂 
災の原因 D 

めれた手で、電源プ 
ラグの巧き差しはし 
ない 

感電の原因。 

上水道 m 外には接続 
しない 

ぼラこラ炎や皮膚の炎 
症などを起こす原因。 
腐食や異物付着による 
水漏れの原因 D 


〇 


水道工事などは、 
市町村の水道条例 
に基づいて行う 

条例に基づいて行わな 
いと、水漏れの原因。 

移動や設置時、 
本体を持つ 

便座.便而たを持つと 
本体から外れ、けびを 
する原因。 


2 


設置の前に 


•皇11» ♦本体の取り付けび完了するまで電源プラグをコンセントに差し込まない。故障の原因 
となります。 

♦本体内の残水び凍結している場合は、本体を暖かい部屋に放置し、残水びとけてから 
設置する。 

♦ 必ず同姻の分岐金具をご使用ください。 

6瓶!は a ♦ この商品は水道水を使って検査をしていまず。商品を取り出す際に多少の水滴が出る 
ことがありますが、故障ではありません。 

• 使用水圧範囲は49〜73己 kPa {0 .己〜7.己 kgf / cm 2 } です。 

♦便器の種類によっては、便座脚ゴムび便器の上に載らず、びたつく場合びあります。 


■給水管の長さの確認 

同捆のフレキシブルパイプの長さは300 mm です。 

フレキシブルパイプは切断しないでください。 

ち図の A 寸法び、 約150〜330 mm の場合は、取り付けできます。 
上記!^が4で③③の場合は、 部材購入び 必要です。 

同個のフレ丰シブルパイプ（給水管） 

, _300 mm _ 

. ノロ 广 _ 

趣—嘯 一□径： G 1 /S 



① A 寸法が約 150-330 
mm の場合の設置例 



分岐金具 ]] ページの 

(同捆） 趣 を参昭 
してください。 


② 給水管が短い場合 
または外れない場合 

A 寸法び約1日日下 
ではフレキシブルパイプ 
び®げられず、取り付け 
られません。この場合、 

9ページを参照してくだ 



③ A 寸法が約1 50-330 mmlU 外の場合 

別売品またはホームセンターなどで市販品を 
購入してください。 



フレキシブル 
パイプの長さ 

品番 

本体希望 
ル売価格 

別売品 

250 mm 

^ AD - HS25B 

630 円 

(税抜目 00 円） 

350 mm 

^ AD-HSS 己巨 

7 己 6 円 

(税抜 720 円） 

400 mm 

AaD - HS40 巨 

809 円 

(税抜 770 円） 

市販品 

400 mmlil 上 

A 寸法の市販品を購入してください。 


☆は、システム部材開発センター扱い（別売品）です。 
価格は2日] ] 年8月現在の希望ル売価格です。 

価格-品番は変更される場合びあります。 
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■ご準備いただ<ちの 



メジヤー プラス 

ドラィバー 



モンキー バケツ*ぞラさん 

レンチ 


3 
















































さ部のち肌と同お部品の巧認 


設置方法によっては、パッキンなど、使用しない部品があります。 


①フレキシブルノ くイプ(給水管) 

(長さ:3日日 mm ) 


© 給水ホース分岐金具付 

(長さ:9己日 mm ) 


分岐金具 


③パッキンセツ 

_ (②の部品袋に同捆) 

パッキン3個 


ス IJ ップ 

ワッシャ -1 個伯） 

11ぺージの ◎ 


既設の給水管を 
使用する場合 


のみ使用 


【パッキン使用箇所】 

パッキン厚さ 

2mmxl 4mmxl2.5mmxl 
清） し黒） （點 


暖房便座 



ECO NAVI ランプ 
(エコナビ） 

漏電テストスイッチ 

電源ランプ 
便座あたためランプ 

ひとセンサー 

@取付ボルトセット 




® 説明書セット 

嫩扱説明書•設置工事説贈） 



(5) クイックファスナー 


1 

(9) ご使用ガイド 




4 


【同烟部品】 同捆部品をチェックしてください。囚チ I ック 【別売品】 けービスルート扱い) 


番号 

口 Pnn 名 

数量 

チェック欄 

辭 

口 l^nn 名 

部品品番※ 

数量 

① 

給水ホース分岐金具付 

1 

□ 

@ 

別売分岐水栓•キャップセット 

ADL 已 31 A - 巳 4 JS 

1 

③ 

フレキシブルパイプ(給水管) 

1 

□ 


C 9 ページ） 

f み岐水栓 ^ 

キャップカバー 
キャップ A 

パッキン大黒 2.5 mm 厚さ XI 
Ip 巧明書 J 

③ 

ノ 

くッキンセット 

P くッキン壽い:黒 2.5 mm 厚さ X り 
パッキン青2 mm 厚さ X 1 
パッキン厚い黒4 mm 厚さ XI 
スリップワッシャ-(白 )XI 

1 

□ 

(③の部品袋に同捆） 

※部品品番は予告なく変更することびありますので 
ご了承ください。 

別売品の®は、配管の状態によって必要な 
場合びあります。販売店でご購入ください。 

④ 

取付ボルトセット 

1 

□ 

⑥ 

クイックファスナー 

1 

□ 

⑥ 

説明書セット1取扱説明書 
!設置3説明書 

1 

□ 

⑦ 

アース線(本体接続済み） 

1 

□ 

⑧ 

スパナ 

1 

□ 

⑨ 

ご使用ガイド 

1 

□ 


么警告 


同捆のパッキンを使用ずる 

〇 

他のパッキンを使用すると接続部び破損 
し、水漏れするおそれあり。 


1 


己 





























































































13 ぺージ^ 


13 ぺージ^ 


下からナット締めび 
できない便器の場合 



下か S ナット締めび 

できる便器の憂口 



本体を取り付ける 


設置 


戸 

1 ペー 


4 

IE 

パー 

ミ) 

今 

fe 

;ぺ一 

■5 / 

-► 



ア 

1 

ス 

線 

の 

接 

続 



止 

水 

检 

を 

閲 

け 

る 



試 

運 

拓 


施 

X 

ち 

了 

チ 

エ 

•ツ 

ク 

シ 

1 

卜 

で 

確 

認 

ず 

る 










V 



V 



V 


J 

V J 


4 t 


7 




※床面に止水栓 
がある場合ら 
あります。 



設置工事の流れ 


霞赛分紧舊窗タイプ) 



既設の温水洗を便座から取り誓スる憂口 


1 

ジ 

- 

ぺ 



ジ 

- 

ぺ 


(給水管び短い場を) 



初めて温水洗を便座を取り付ける場合 


給水ホ—スの分岐を具を取り付ける 萨 



専門業者に依頼ずる 



止水玲がない場合 

8 









































































止水柱を巧める 


I 止水栓びある場合 


り^マィナス溝 

タイプ 



給水管 

お，キャップ 


止水栓 


マイナス溝 



既設の分岐水栓 
軸 



•八ンドル 
タイプ 


止水栓 
給水パィブ 



給水管 


八ンドル 


止水栓を閉めた後、□ータンクの水を流し切ってください。 


止水栓 


( 9〜11ぺージ 


分岐金具を取 D 付ける 


■止水栓びなぃ場合^設置については専門業者に依頼してください 


分岐を具を取り付ける 


〈分岐金具の締め付け方〉 

^9ぺージ参照 


★は、同捆部品です。 

☆は、システム部材開発センター扱い(別売品)です。 
@は、サービスルー 卜扱い(別売品)です。 


^寒冷地用の給水管(止水お^ 

,： c フラッシュバルブか5本体へ給水する場合 


) 

^なし)か!5給水する場含 ) 

：| T 0 T 0 製の場合 1 

1 INAX 製の場合 


〇水道の元をを閉める 
〇給水管に分岐金具を 


取り付ける 



情意1 

取り付け順•ち向 
を間垣わない。 


A 分岐金具 
★パツキン 

^ I (青 2 mm 厚さ） 

f U 約620 
n mm 

給水管 



冷 


特 

S 


"品番： 

な AD-T 日 MF7NX 

( T 0 T 0 製） 


II 


パイプカッター 
、で切断 J 
分岐金具への 
差込代は 
約 10 mm を 
必ず確保する。 


取付口 



〇水道の元栓を閉める 

©分岐金具を取り付ける 

♦ち図のよラな取付□びある場合、 

アダプターは不要です。 

•分岐□有りの場合は、別売品のアダ 
プターを取り付ける。 

•分岐□無しの場合は、接続管を取り付ける。 

1. フラッシュバルブ本体から接続管を外す。 

2. フラッシュバルブ用アダプター(別売品)を取り付ける。 

3. 分岐金具の異径アダプター側をふさぐ。 

4. アダプターに分岐金具を接続する。 

.★パッキン 
篤い黒2.日 mm 厚さ） 

>分岐金具 

異径アダプター側をふさぐ 

ゴムパッキン'] 

座鸯アダプターに付属 
プラグ」 

-〈☆別売品：フラッシュバルブ用アダプター〉- 

フラッシュバルブの形状などにより、使用するアダプターび異なります。 



广フラッシュバルブ巧 

止水栓に、分岐□び 
L 付いている場合 

図① 


分岐 □ 
☆ AD - TH 343 R 


〇ラッシュバルフを)止水栓に、'^ 

、分岐□び無い場合 _ J 

図②の A 寸法が120 mm の場合 

☆ AD-TH484 

図③の A 寸法が120 mm が外で、 
普通形フラッシュバルブの場合 

☆AD-TH502-1R(1S) 

図③の A 寸法が120 mmJi (外で、 
節水形フラッシュバルブの場合 

☆AD-TH347-1R(1S) 

曲がり管 

図③のように曲がり管の場合 

☆ AD-TH484-1 



図③ 



詳しい取り付け方法は、別売品の説明書を参照してください 


〇水道の元栓を閉める 
〇 感部を夕は 

〇 フラッシュパ’ルブ用アダプター 
を取り付ける 

65年〜78年7月までの普通型 
☆ AD - K 014 SWS ( INAX 製） 

78年8月 W 降の普通型 
☆ AD - K 012 SWS ( INAX 製） 

9日年6月 W 降の新型節水用 
☆ AD - K 01 1 SWS ( INAX 製） 

:-■(☆別売品：フラッシュバルブ用アダプターセツト〉-1 

異径継手 


(パッキン付) 



フラッシュバルブ用 
アダプター 


声 ' つ、ッシュ 

パツキン 



③部 


〇フラッシュパ’ルブ用アダプター 
に分岐金具を取り付ける 

〈@別売品：キャップセット DL 54 2 A - Z 6 JS 日〉- 

@ ® 

パッキン(ル） 

キャップキャップ A パッキンけ } 

カバ-(大） (12.5 mm 厚さ）（使用しません） 



◎取付後、水道の元栓を開けてください。ゾ 


( 12ページ 


給水ホースを本化に取り付ける 


) 


8 


ネリめてミ品水洗ミき便座を取り付ける場合 


分岐を具縱ホホ-ス付き)を取り付ける 


>□ ータンクの下からの給水の場合は、止水栓と給水ホースの間 
に分岐金具を取り付けてください。 

(フレキシブルノ くイプは使用しません） 


A 止水检が閉まっていることを 
確認し、給水管を外ず 


給水管 



□ータンク 


同捆のスパナ 
または 
マイナス 
ドライパー 


• 配管内の残水び出ますので、 

ノ くケツなどで受けてください。 

@分岐金具を止水樹こ、取り付ける 

/★分岐金具 




パッキン 

(青 2 mm 厚さ） 


止水栓 


〈分岐金具の締め付け方〉 


回り止めのために「プライヤー•モンキー 
レンチ等」の工具でこの部分を固定する 


手で仮締めをし、 
同捆のスパナで 
締め付ける 



給水ホース 

指定場所外を工具で固定したり、 
給水ホースを持って締め付けない 


女は、同捆部品です。 

贷)は、ヴービスル^卜扱い（別売品）です。 


給水管が短い場合、給水管が外れない場合 


下記の別売品を販売店で購入して < ださい。 


□-タンク 



□ータンクの給水□と止水栓 
の間の距離び短 < 本体同捆の 
分岐金具とフレキシブルパイ 
プび接続でさない場合や、給 
水管び外れない場合は、別売 
の分岐水栓を下記に従って接 
続してください。 


止水栓 


〈別売品(§)〉別売分岐水栓•丰ヤップセット 
(品番： ADL 531 A - B 4 JS ) 



分岐水栓 


資ーパッキンけ）]個 
(黒2.已 mm 厚さ） 

パッキンキャップ A (大） ] 個 
1個 キヤツプカバ-1個説明書1枚 


〇水道の元检を閱める 
@別売品の分岐水おを取り付ける 
@本体同個の分岐金具を取り付ける 


/贷)別売品の分岐水栓 

、り 

パッキン付さ 



止水栓 
★分岐金具 


贷)別売品の 
キャップ A (大）, 

贷)別売品の 
キャップ カバー1 



別売品の 
パッキンけ） 

(黒2.日 mm 厚さ) 



本体同捆のフレキシ 
ブルパイプは 
使用しません. 



詳しい取り付けち湖ま、別売品の説明書を参照してください 



( 1 ペー'分岐金具を取り付ける^ f 

t @給水管の取り付け7 I 


12ぺージ 


給水ホースを 
本体に取り付ける 


) 


9 











































































































































O 水道の元をを閉める 

• 元栓を閉める前にガス湯沸器や洗濯機などを 
使用中の場合は止めてください。 

• 閉栓後は近くの蛇□などで給水び止まっている 
ことを確認してください。 


@給水パイプを外ず 

給水管\ 



既設の分岐水栓 


止水栓 

外巧^ 

給水パイプ、 


£1既設の分岐水捨を止水拴か5がず 


既設の温水洗ミき便座か5取り替える場合 


分岐金具(給水ホース付き)を®り付ける 


既設の分岐水をびち図のタイプ® 


止水栓/ 

温水洗浄便座用給水パイプ- 



既^の分岐水栓 
^軸 


止水检を元に戻ず必要がありまず傅門業者に依頼してください） 




止水栓を元に戻す 


下記の部品が必要です 

止水栓コマ 

政 謂ノド キン 

旅 キャップ 



般的な 


、マンションの場合 ノ 


メーターボックスの止水をを閉める 

( 水 恒>_ 夕一と一体 I し、 

V なった元栓の場合 J 


止水をキーなどで閉める 

埋込み式の元栓の場合 


既設の分岐水栓 


止水栓 


>配管内の残水び出ますので、 

ノ（ケツなどで受けてください。 



0止水检を元にもどす 




止水栓 



ノ くケツなどで受けてください。 




( 11ぺ—ジ 

分岐金具を取りがける ® 給水管の取り付け J 


吟くツキン 

清2 mm 厚さ) 


止水栓キ- 
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★は、同捆部品です。 


既設の分岐金具び 
下図のタイプ® 



既設の分岐金具 


〇給水管を外してか!5、同個の分岐金具に交換ずる 

〔〈分岐金具の締め付け方〉一 9ぺージ参照〕 

給水管 _ 接続部を傷付けない 

X k 既鼓の 

/分岐金具 ★分 山 
、給水 ホース 


温水洗浄便座用 
給水パイプ 



既設の 
パツキン 



. / 

(ご注意） 


袋ナットを 


締めすざる 


とパッキン 


が切れ、水 

— 1 漏れします。 




パッキン 

(青2 mm 厚さ） 


配管内の残水び出ますので、 

© 給水管の取り付け ^ パ'ヶッなどで受けてください。 

•既に I 給水管がフレ夺シブルパイプや,給水ホースで接続されている場台は、そのまま使用できます。 


同徊のフレ丰シスレパイプを使用ずる場合 


同捆のフレキシブルパイプを使用し、接続する。 

価 

フレキシブルパイプは 
♦巧げ過ざない 

♦何度も巧げ直さないけ斤れることびあります） 

♦切断しない 

♦長さが台わないときは、別売品または、ホームセンター 
などで市販品を購入してください。 


既設の給水管を使用ずる場合 


手洗いボール 


□ータンク 


A パッキン 
燒い黑 2.5 mm 厚さ) 


★パッキン- 
僱い黑4 mm 厚さ) 

A 分岐金具 

止水栓 



い守音） 

□ータンクに水が入5ない、 
止ま5ないの防止をする 


ボール 

タップ 

本体 


>分岐金具側に給水管を接続し、□ータンク 
給水□にあうような長さに給水管を切断。 
(フレア加工している場合は、切断長さに 
ミち育^ 

>分岐金具への差込代は約10 mm を必ず 
確保する。 

給水管 

パイプカツター- 



手洗いボール 
□ータンク 



に注意） 

袋ナットを 
締めすざる 
とパツキン 
が切れ、水 
漏れしまず。 


□ータンク 


>ボールタップび回転しない 
ようにしっかり持って袋 
ナットを締めて<ださい。 

>ボールタップび傾いて取り 
付けられると浮テびタンク 
側壁と干渉して止水不良の 
原因になります。 


モンキーレンチ 
等で下から固定 




タンク側 
*)又ッキン 
燒い:黒 2.5 mm 厚さ) 


女ス IJ ップ 
ワッ シャー (白） 

分岐金具側 
、*)又ッキン 
(厚い:黒4 mm 厚さ） 

モンキーレンチ 
等で下から固定 


12ぺージ 


給水ホースを本保に取0付ける 












































































































給水ホースを本体に取 0 付ける 


〇本体への接続 


1.給水ホースの日 U ング部にゴミびないこと 
を確認し、本体接続□に まっすぐ 差し込む。 
(ご注意）給水ホースをねじって差し込むと、 

〇リングが切れるおそれがあ0ます。 

(お願い）既設の給水ホースは使用しないで 
ください。（劣化により水漏れの原因） 

本体接続 □ 


2.クイックファスナーを給水ホースと 
本体接続部に確実に奥まで差し込む。 
( 「パチッ」と音びするまで差し込む） 



@接続部 



接続部にはさみ込む 


3.フックを確実に固定する 
〇フック穴側を折り曲げる 
@フックつめ側をフック穴側に 
折り ffl げ固定する 

( 「パチッ」と音びするまで固定する） 


フック穴側 


心 



折り曲げる 
フックつめ側 


4.給水ホースび回らないように持ってクイッグ 
ファスナーび軽く回ることを確認する。 

※軽く回らない場合は、正しい位置に 
取り付けされていません。 

质知ちぜ ） 

給水ホースび短い場合は、 別売品を 
販売店でご購入してください。 

1300 mm 用 AD - DL 531-13 
2己00 mm 用 AD - DL 531-25 

( 別売品は、給水ホースと分岐金具び別々に1 
なっています。分岐金具側わクイックファ 
L スナーで接続するようになっています。 . 

〇必ず確認 

•クイックファスナーが確実に固定さ 
れているか確認してください。 

•給水ホースを引っ張って、本体接続 
口か5巧けないことを確認してくだ 
さい。 



クイック 

ファスナー 


醒•一 ■ 


、つ ックが閉じないときは、@ 
接続部に確実に奥まで差し込 
まれていないため、再度クイ 
ックファスナーを差し込み直 
してください。 

-^ 

>給水ホースは切断しない 
>給水ホースに刃物など鋭利な 
もので傷を付けない 
>本体接続□に0リングが蛟 
み込まないようにまっすぐ 
に差し込む 


r -( 悪い接続例 h 


※フックが確実に固定されてい 
ないとクイックファスナーが 
外れ、重大な水漏れの原因と 
な0ます。 


見やすい位置 
に回してフッ 
クを固定する 
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本はを取り付ける 


下か5ナツト締めがでさる 
便器の場台 


〇既設便座の取り外し 

1. ナツトを f ンキー 
レンチなどで 
ゆるめる。 

2. ナツトと 
パツキン 
を外し便座を 
取り外す。 



便座 


(ナットがさびてゆるまないとさは） 

♦ 市販のねじゆるめ スプレー 剤などでゆるめる。 
♦取れないとさは、金のこでボルトを切断する。 

©本体の取0付け（同個の取付ボルトセット使用） 

1 . 取付ボルトからナット-樹脂ワッ 
シャー. パッキン巳を外す。 

2. 取付ボルトの頭を本体裏面にある 

本体固定板の溝に差し込む。 I 

3. パッキン A を上に動かして、本体 
固定板と取付ボルトを仮固定する。 

4. 本体を便器に取り付け、取付ボルトにパッキン巳 
•樹脂ワッシャーの順で取り付けた後、ナットを 
手でしっかり締め付ける。 

(お願い）工具でナットを締め付けないでください。 



本体び便器から 
脱着でさる構造 
のため、少しび 
たつさび生じる 
ことびあります 
び異常ではあり 
ません。 


本体 
本体固定板 


パッキン A 
取付ボルト 


取付ボルトが長 
すざるとさは 

♦金のこなどで 
適当な長さに 
切断する。 



パツキン目—— 
樹脂ワッシャー 
ナツ 


しめる< 


■便ふたの後部が□ータンクにすれるまたは強く 
当たる場合 

^すれない程度に少し前に弓 I き 
出して取り付ける。 

■便器によって便座が倒れやずい場合 

^倒れない程度に少し前に引 
さ出して取り付ける。 


本体裏面のノズル収納部び 
便器に柔り上げないように 
注意する。 


便ふ石 
の後部 


ノズル収納部 



下か5ナツト締めがでさない 
便器の場台 


既設便座の取り外し 

固定ねじ2本を 
ゆるめ、取り外す。 
•取り外した部品は、 
取り付け時に使用 
します。 


Q 本体固定板の取り外し 

本体裏面より本体固定板を取り外す。 


k ゆるめる 
/固定ねじ 



本体脱着ボタン、 



本体 
固定板 


本体脱着ボタン 
を押しなびら 
本体固定板を持 
ち上げる。 


@本体固定板の取り付け （既設の部品を使用） 


位置を決め、取り 
外した既設部品を 
使用し、本体固定 
板を便器に取り付 
ける。 


上面施工用 

固疋部ロロ 

(既設部品) 


¢1本体の取り付け 

①ち図のよラに突起 A 
に突起巳を合わせる。 
③手前を浮かせた状態 
で斜めに差し込む。 

③「カチッ」と音びす 
るまで上から押す。 

• コードを本体と便器の 
間にはさみ込まないよ 
ラにしてください。 


. 固定ねじ 
(既設部品） 




本体を便器に設置後、本体を軽く持ち上げ、しっかりと固定されていることを確認してください。 
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アース線の巧続 


必ずコンセント側へ接続してください 


(アース付さコンセントでない場合は、アース 
工事を販売店にご依頼 < ださい） 
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止水栓を閲ける 

f 各接続部がさつちりと接続されていることを確認してください。 


• 水道の元栓を閉めた場合は開けてください。 
•手洗いボールから水びあ/ 3 m たり、飛び散ら 
ない程度に止水栓の軸をゆっくり開けてくだ 
さい。 

♦十分開いていないと洗浄強さび得られないこ 
とびあります。 



止水栓 


開 


緊 
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試運拓 


試:運転の前に… 水道の元栓、止水栓び開いていることを確認してください。（十分開いていな 

給水接続部から水漏れびないことを確認してください。 


〇本体個包用のビニール袋などをはさむ 

(便座と便器の間） 


@電源プラグを差し込む 

• 電源ランプび約]日秒間点滅後点灯に変わり 
ます 0 

♦便座あたためランプび点滅して点灯に 
変わります。（便座温度び約30 
上の場合は、すぐに点灯） 



@漏電テストスイッチを2秒 m 上巧ず 

漏電検知機能び作動し、電源び切れます。 
(漏電ランプ点丹、電源ランプ消灯） 


©電源プラグを抜く 

♦ 4 〜5秒待って、漏電ランプび消灯することを 
確認する。 


@電源プラグを差ず 

• 電源ランプび約]日秒間点滅後点灯に変わり 
9 〇 

♦便座あたためランプび点滅して点灯に 
変わります。（便座温度び約30 
上の場合は、すぐに点丹） 

♦便座に手を当て、あたたまっているこ 
とを確認する。 

•ECO NAVI ランプび点灯。 


[ 操作部 J 



消な 



© 着座センサーを手で覆う 

• ノズル付近から水び便器に流れ落ちます。 
♦ 着座センサーび作動し脱臭び始まります。 
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いと洗浄強さび得られないことびあります) 


〇〇 

着座センサー 



〇 そのまま手で覆いなが 5 、国または圓を巧しビニ-ル袋 
の上か！5手をあて温水が出ることを確認ずる 


(温水び出ない場合は、温水温度スイッチで 
設定温度を切り換えてください） 

化めるときはを押す。 



慰西担 

.题 IP 


:ホ浄強さ 


• 着座センヴーから手を離すと、ノズ J レび戻りノズ j レを洗浄します。 

©取扱説明書に従って、おしり-ビデ洗浄など機能の確認をずる 
© ビニール袋を外ず 



:〇® 

ビニール 袋など 


ひとセンサーについて 


■ひとセンサーび人（発熱体）の動さを検知すると、便座の瞬間暖房を自動で行います。 
冬場など室温び低いとさは、便座び約30むになるまで約己秒かかります。 

検知節囲の目ち 

■人び検知範囲に入ってから便座の暖房を開始します。 


〈上か5見た図〉 

約8日 cm の場合 


〈横か5見た図〉 


約日日 
cm 



約 12 日 cm 
の場合 



約4日 
cm 


検知範囲 
(イメージ図） 


確認方法 


上図の場合は、検知範囲に 
入ってか5、便座の暖房を 
開始します。 


石イ 


約 12 日 
cm 


-約2日 cm 


①便ふたを開けて一旦、トイレから外に出る。（便座の温度を下げるため） 

③3分 iU 上経過後、トイレに入り、便座あたためランプび点滅して点好に変わること 
を確認する。（ただし、便座の温度び約 3 crciu 上の場合は点滅せずに点灯） 


t 綱 Bia 

•直射日光の当たるところに取り付けた場合、 
カーテンや窓の外の木々の揺れで、直射日光び 
さえぎられると、誤作動することびあります。 

•ひとセンサーび人を検知すると、便座の暖房を 
開始します。室温び30むを超えたり直射日光 
び当たつたりすると作動しない場合びあります。 

(人と周囲の温度の差び少ないとさは熱の変化を 
検知しにくいため） 

•トイレで暖房器具などを使用すると、ひとセンサー 
び温風の熱を検知して誤作動する場合びあります。 








































































































[水道の元栓び全開になっていない 1 I 
止水栓び開になっていない 


^7為 f お装;線"@0 


こんなとをは 


考え！5れる原因と処置方法 


参照ページ 


水道の元栓を全開にする_ J [_10 J 


^水栓を開にする 


^び貯まるのを待つ 


浮テびゆびまないよラに 
袋ナツトを締め付け直す 


止水栓を適量に絞る 


日 U ングのゴミを取り除く 


増し締めする 


〕じ5 


〕日 


11 


15 


12 


〕厂 


11 



電源プラグをコンセントから 
抜さ、漏電ランプび消灯して 
から電源プラグを 
差し込む 


電源プラグ 



体を動かしてください 
(センサーは熱の変化を検知する) 
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16 


12 


ずれをな<す 


□ータンクに給水中 


□ー タンク内の浮テび 
ゆびんでいる 

V 

\ 

J 


水圧び高く給水量び多い 

V 

J 


給水 ホース 先端の llllr 
日 U ングにゴ S び 1^1 
付着 iu 

V 



U 

□ 

□[ 

DL 

—卫 [ 


ング 

J 


^ナツトの締め付け力び不足 


締め過ぎによるパッキンなどの 
ずれ 


r 


N 

をとみ 

クイックファス 


g ) 

ナーの差し込み 



不足やずれ - 



、 フックび固定されていない ノ 


て乂卜乂イツチを 
押したなどで漏電 
検知機能び作動 r ® 

(漏電ランプび点灯） I — 
消灯点な 


人びいても体の動さびない 


工事後の注意 


凍結するおそれのある場合や長期間 （1 週間上）使用しない場合は、水抜さ 
をしてください（取扱説明書「凍結予防•長期間使用しないとさは」参照） 


r ^ 

止水栓を開にし、 

電源プラグを差し直し、 

その後、再度試運転を行ラ 

V J 

r 

15 

16 

V J 

^ N 

掃除する 

V J 

N 

ITi 贈 

V J 



广 

\ 

洗浄水び出ない 


洗浄強さび弱い 


V 

J 


□ータンクの水び入ら 
ない、止まらない 


手洗いボールから水はねする 



ひとセンサーび 
検知しない 


) 

い 

て 

pi 

な 

亂 

か、 

勘 

水 

止 


原し 

屬差 

-し-し 

0H 

るン 

すセ 

にン 

開 n 

をを 

栓グだ 

水ラん 

止プ込 
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メモ欄 
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